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(57)【要約】
【課題】より多様な方法で唾液又は涙液の分泌を促進す
ることができる分泌促進装置を提供する。
【解決手段】分泌促進装置１Ａは、唾液又は涙液の分泌
を促進する。一対の電極２Ａ，２Ｂは、唾液又は涙液の
分泌に関する支配神経である迷走神経Ｎ１に電気刺激を
与えるために頸部Ｈ１の迷走神経Ｎ１に巻き付けられる
。パルスジェネレータ３は、リード線４を介して一対の
電極２Ａ，２Ｂに接続されて被検体Ｐの胸部Ｈ２に埋め
込まれる。パルスジェネレータ３は、リード線４を介し
て一対の電極２Ａ，２Ｂに電気刺激を印加する。これに
より、迷走神経Ｎ１に電気刺激が付与され、唾液の分泌
が促進される。このように、本発明は、刺激部位を支配
する神経に作用して、副交感性の反射弓を介して唾液分
泌や涙液分泌を促したり、唾液・涙腺に投射する神経を
直接刺激したりすることにより、唾液・涙液を促進する
ことを可能とする。
【選択図】図１



(2) JP 2018-175044 A 2018.11.15

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体の唾液又は涙液の分泌を促進する分泌促進装置であって、
　唾液又は涙液の分泌に関する支配神経又はその近傍の部位に取り付けられる一対の電極
と、
　前記一対の電極を介して唾液又は涙液の分泌に関する支配神経に電気刺激を付与して、
唾液又は涙液の分泌を促進する電気刺激付与部と、
　を備える分泌促進装置。
【請求項２】
　体内に埋め込まれ、
　前記一対の電極は、頸部を通る迷走神経に巻き付けられており、
　前記電気刺激付与部は、前記一対の電極を介して、前記迷走神経に直接的に電気刺激を
付与する、
　請求項１に記載の分泌促進装置。
【請求項３】
　前記一対の電極は、前記被検体の耳部に取り付けられ、
　前記電気刺激付与部は、前記一対の電極を介して、唾液又は涙液の分泌に関する支配神
経のうち、耳部付近を通る神経に電気刺激を経皮的に付与する、
　請求項１に記載の分泌促進装置。
【請求項４】
　前記一対の電極は、前記被検体の顔面・頸部に取り付けられ、
　前記電気刺激付与部は、前記一対の電極を介して、唾液又は涙液の分泌に関する支配神
経のうち、顔面・頸部付近を通る神経に電気刺激を経皮的に付与する、
　請求項１に記載の分泌促進装置。
【請求項５】
　唾液又は涙液の分泌量を計測する計測部を備え、
　前記電気刺激付与部は、
　前記計測部で計測された唾液又は涙液の分泌量が低下した場合に、前記一対の電極を介
して、唾液又は涙液の分泌に関する支配神経に電気刺激を付与する、
　請求項１から４のいずれか一項に記載の分泌促進装置。
【請求項６】
　側頭筋活動に関する筋肉の筋電位を計測する筋電位計を備え、
　前記電気刺激付与部は、
　前記筋電位計で計測された側頭筋活動に関する筋肉の筋電位が閾値を超えた場合に、前
記一対の電極を介して、唾液又は涙液の分泌に関する支配神経に電気刺激を付与する、
　請求項１から４のいずれか一項に記載の分泌促進装置。
【請求項７】
　前記一対の電極として、
　唾液又は涙液の分泌に関する支配神経のうち、前記被検体の複数の異なる部位を通る神
経に対してそれぞれ同時に電気刺激を付与する電極を複数組備える、
　請求項１から５のいずれか一項に記載の分泌促進装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、分泌促進装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　口腔に関する病気の１つにドライマウス（口腔乾燥症）がある。ドライマウスに対して
は、口腔の乾燥感や粘膜痛などに対処するために、人工唾液や保湿剤を用いるなどの対症
療法がとられることが多い。また、唾液腺を含む外分泌腺の萎縮を生じる自己免疫疾患で
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あるシェーグレン症候群（Sjogren's syndrome）に起因する口腔乾燥には、唾液分泌促進
剤が用いられているが、その効果は限定的であり、吐き気や悪心などの副作用も懸念され
る。そこで、ドライマウスについて、安全な根本療法の実現が求められている。このよう
な背景から、例えば、薬物を用いることなく、周波数が異なる電気信号の干渉波による電
気刺激を唾液腺に対して直接的に付与して唾液の分泌を促進する分泌促進装置が開示され
ている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　一方、眼に関する病気の１つにドライアイ（角膜乾燥症）がある。ドライアイの患者は
、本邦に８００万人以上存在すると言われており、高齢者に好発することから、高齢化率
が進みつつある本邦又は高齢化率の高い米国などの先進国において増加傾向にある。また
、パソコンやスマートフォンの使用とも関連があり、今後も患者数は爆発的に増加するこ
とが危惧されている。ドライアイに対しては、現在は、眼の乾燥感や疲れやすさなどに対
処するため点眼治療を行う対症療法が主に用いられているが、薬物の使用は副作用に対す
る懸念がある。その他、涙液を排出する涙点をプラグで塞いだり、外科的に閉鎖したりす
る手術療法も存在するが、この方法は、効果が永続的でなく、外科的侵襲を伴うという欠
点もある。
【０００４】
　さらに、近年では、ブラキシズムが問題となっている。ブラキシズムは、歯の咬耗、楔
状欠損、補綴装置の破損、歯ぎしり音、咀嚼筋痛などの諸症状を引き起こす。ブラキシズ
ムに対しては、スプリントという装置を口腔内に装着して歯を保護する対症療法であるス
プリント療法が主に用いられてきた。スプリント療法以外には薬物療法やバイオフィード
バック療法などもあるが、あまり実用的ではない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１６－１１２１４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記特許文献１に係る発明では、電気刺激を与える部位は、唾液腺そのものに限られて
いる。しかしながら、患者の状態によっては、唾液腺に対して直接的に電気刺激を付与す
るのが困難な場合もあり、このような場合には、上記特許文献１に開示された装置をその
患者に適用することはできない。これは、涙腺についても同様である。
【０００７】
　我々は、迷走神経への電気刺激が、唾液又は涙液の分泌の促進に有効であることを発見
した。また、我々は、実験の結果、迷走神経の枝が分布する耳介を電気的に刺激すると、
唾液の分泌が促進することを発見した。さらに、我々は、ブラキシズムの抑制に、迷走神
経への電気刺激による唾液の分泌が有効であることを発見した。
【０００８】
　本発明は、上記実情に鑑みてなされたものであり、より多様な方法で唾液又は涙液の分
泌を促進することができる分泌促進装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために、本発明の第１の観点に係る分泌促進装置は、
　被検体の唾液又は涙液の分泌を促進する分泌促進装置であって、
　唾液又は涙液の分泌に関する支配神経又はその近傍の部位に取り付けられる一対の電極
と、
　前記一対の電極を介して唾液又は涙液の分泌に関する支配神経に電気刺激を付与して、
唾液又は涙液の分泌を促進する電気刺激付与部と、
　を備える。
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【００１０】
　この場合、体内に埋め込まれ、
　前記一対の電極は、頸部を通る迷走神経に巻き付けられており、
　前記電気刺激付与部は、前記一対の電極を介して、前記迷走神経に直接的に電気刺激を
付与する、
　こととしてもよい。
【００１１】
　また、前記一対の電極は、前記被検体の耳部に取り付けられ、
　前記電気刺激付与部は、前記一対の電極を介して、唾液又は涙液の分泌に関する支配神
経のうち、耳部付近を通る神経に電気刺激を経皮的に付与する、
　こととしてもよい。
【００１２】
　前記一対の電極は、前記被検体の顔面・頸部に取り付けられ、
　前記電気刺激付与部は、前記一対の電極を介して、唾液又は涙液の分泌に関する支配神
経のうち、顔面・頸部付近を通る神経に電気刺激を経皮的に付与する、
　こととしてもよい。
【００１３】
　唾液又は涙液の分泌量を計測する計測部を備え、
　前記電気刺激付与部は、
　前記計測部で計測された唾液又は涙液の分泌量が低下した場合に、前記一対の電極を介
して、唾液又は涙液の分泌に関する支配神経に電気刺激を付与する、
　こととしてもよい。
【００１４】
　側頭筋活動に関する筋肉の筋電位を計測する筋電位計を備え、
　前記電気刺激付与部は、
　前記筋電位計で計測された側頭筋活動に関する筋肉の筋電位が閾値を超えた場合に、前
記一対の電極を介して、唾液又は涙液の分泌に関する支配神経に電気刺激を付与する、
　こととしてもよい。
【００１５】
　前記一対の電極として、
　唾液又は涙液の分泌に関する支配神経のうち、前記被検体の複数の異なる部位を通る神
経に対してそれぞれ同時に電気刺激を付与する電極を複数組備える、
　こととしてもよい。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、唾液腺（小唾液腺を含む）、涙腺に対して直接的に電気刺激を付与す
ることなく、唾液又は涙液の分泌に関する支配神経を刺激することによって間接的に唾液
又は涙液の分泌を促進することができる。唾液又は涙液の分泌に関する支配神経は、耳部
、頸部など様々な部位を通っているため、電気刺激を付与する部位を様々な場所に設定す
ることができる。この結果、より多様な方法で唾液又は涙液の分泌を促進することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の実施の形態１に係る埋め込み型の分泌促進装置の構成を示す模式図であ
る。
【図２】被検体の唾液又は涙液に関する神経経路を示す模式図である。
【図３】図３（Ａ）は、本発明の実施の形態２に係るイヤホン型の分泌促進装置の構成を
示す模式図である。図３（Ｂ）は、一対の電極が当接する部分を示す模式図である。
【図４】本発明の実施の形態３に係る経皮的な分泌促進装置の構成を示す模式図である。
【図５】筋電位計を装着した状態を示す図である。
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【図６】一対の電極を複数組備える分泌促進装置の構成を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。
【００１９】
実施の形態１．
　まず、本発明の実施の形態１に係る分泌促進装置について説明する。本実施の形態に係
る分泌促進装置は、被検体の唾液又は涙液の分泌を促進する。分泌促進装置は、迷走神経
に対して電気刺激を付与する。迷走神経は、１２対ある脳神経の１つであり、第Ｘ脳神経
とも呼ばれる。迷走神経は、脳神経の中で延髄の後外側溝から出て頸部を通過し腹部まで
達する求心性の神経であり、咽頭や喉頭の筋の運動支配と知覚、頸部から胸部・腹部の内
臓を支配する副交感神経である。
【００２０】
　迷走神経の求心性線維の一部は消化器系刺激を迷走神経背側核に伝え、上唾液核と下唾
液核を介して唾液および涙液の分泌に関与する。そこで、本実施の形態に係る分泌促進装
置は、一定の手技で装置を装着するために頸部の迷走神経に電気刺激を付与する。
【００２１】
　図１に示すように、分泌促進装置１Ａは、被検体Ｐの体内に埋め込まれて使用される。
分泌促進装置１Ａは、その構成要素として、一対の電極２Ａ、２Ｂと、電気刺激付与部と
してのパルスジェネレータ３と、を備える。
【００２２】
　一対の電極２Ａ，２Ｂは、電気刺激を与えるために迷走神経Ｎ１に取り付けられる。被
検体Ｐの頸部Ｈ１の皮膚が５ｃｍ程度切開され、被検体Ｐの頸部Ｈ１の迷走神経Ｎ１を露
出した状態で、一対の電極２Ａ，２Ｂが、迷走神経Ｎ１に間隔を空けて巻き付けられる。
【００２３】
　パルスジェネレータ３は、一対の電極２Ａ，２Ｂを介して、迷走神経Ｎ１に電気刺激を
付与して、唾液又は涙液の分泌を促進する。刺激となる電気信号は、周期的に変化するパ
ルス状の電気信号である。その周期は、例えば２００Ｈｚ程度であり、電流は、０．１ｍ
Ａ程度であり、付与時間は５分程度となるが、この値に限定されない。パルスジェネレー
タ３は、被検体Ｐの胸部Ｈ２の皮膚を５ｃｍ程度切開して、その胸部Ｈ２に埋め込まれる
。リード線４も被検体Ｐの体内に埋め込まれている。
【００２４】
　パルスジェネレータ３は、リード線４を介して、周期的に変動するパルス状の電気信号
を一対の電極２Ａ，２Ｂに加える。このパルス状の電気信号は、一対の電極２Ａ，２Ｂの
間に加えられ、迷走神経Ｎ１に電気刺激として伝えられる。
【００２５】
　図２に示すように、迷走神経Ｎ１は、腹部内臓からの消化器刺激を迷走神経背側核Ｎ２
に伝える。迷走神経背側核Ｎ２に伝わった刺激は孤束核Ｎ３に伝わる。孤束核Ｎ３は、迷
走神経Ｎ１からの求心性線維の終止核である。孤束核Ｎ３は、この刺激を、唾液中枢を経
て、上唾液核Ｎ１１、下唾液核Ｎ１２に伝える。
【００２６】
　上唾液核Ｎ１１は、中間神経Ｎ２１、鼓索神経Ｎ２２、舌神経Ｎ２３、顎下神経節Ｎ２
４を経て、顎下腺Ｓ１、舌下腺Ｓ２を刺激して唾液を分泌するとともに、中間神経Ｎ２１
、大錐体神経Ｎ３１、翼口蓋神経節Ｎ３２、頬骨神経Ｎ３３を経て、涙腺Ｓ３を刺激して
涙液を分泌する。上唾液核Ｎ１１は、橋に存在し、顎下腺Ｓ１・舌下腺Ｓ２の分泌線維の
起始核とされる。中間神経Ｎ２１は、脳神経の１つで広義の第ＶＩＩ脳神経（顔面神経）
を構成し、上唾液核Ｎ１１から顎下腺Ｓ１・舌下腺Ｓ２と涙腺Ｓ３を支配する遠心性神経
線維を含む。鼓索神経Ｎ２２は、中間神経Ｎ２１から分岐して、中耳の鼓室を通って前方
に達し、側頭下窩で舌神経Ｎ２３に合流する。舌神経Ｎ２３は、三叉神経第三枝である下
顎神経の枝であるが、舌神経Ｎ２３では、鼓索神経Ｎ２２等の三叉神経由来でない神経も



(6) JP 2018-175044 A 2018.11.15

10

20

30

40

50

走行しており、顎下神経節Ｎ２４に達している。顎下神経節Ｎ２４は、副交感性の神経節
で、舌骨舌筋の前縁付近で舌神経の下方、顎下腺Ｓ１の上方に位置する。顎下腺Ｓ１は、
大唾液腺の１つであり、顎舌骨筋の下に位置する。舌下腺Ｓ２も、大唾液腺の１つであり
、口腔底の粘膜下で顎下骨筋の上にある。
【００２７】
　上唾液核Ｎ１１からは顎下腺Ｓ１、舌下腺Ｓ２の分泌を促進する分泌線維が中間神経Ｎ
２１を通って出て行く。この分泌線維は、中間神経Ｎ２１、鼓索神経Ｎ２２、舌神経Ｎ２
３と走行して、顎下神経節Ｎ２４で節後線維と交代したのち、顎下腺Ｓ１及び舌下腺Ｓ２
に分布する。顎下神経節Ｎ２４から出る節後線維は血管運動神経と分泌神経であって、腺
の分泌を促進する。中間神経Ｎ２１の損傷は同側において舌の前方２／３の領域の味覚の
消失と唾液分泌の減退を起こす。
【００２８】
　大錐体神経Ｎ３１は顔面神経膝で顔面神経から分かれ、大錐体神経管を通って側頭骨錐
体の前面に出た後、破裂孔の軟骨を貫いて外頭蓋底に出て、翼口蓋神経節Ｎ３２に終わる
。翼口蓋神経節Ｎ３２は、翼口蓋窩にある神経節である。頬骨神経Ｎ３３は、頬骨に沿っ
て走る神経であり、翼口蓋神経節Ｎ３２からの副交感性節後線維を涙腺Ｓ３へと運ぶ。翼
口蓋神経節Ｎ３２から出る節後線維は血管運動神経と分泌神経であって、腺の分泌を促進
する。涙腺Ｓ３は、眼窩外側上部に存在する眼球付属腺の１つであり、上述の神経刺激に
より、涙液を分泌する。
【００２９】
　すなわち、上唾液核Ｎ１１からは涙腺Ｓ３による涙液の分泌を促進する分泌線維も中間
神経Ｎ２１を通って出て行く。この分泌線維は、中間神経Ｎ２１、大錐体神経Ｎ３１と走
行して、翼口蓋神経節Ｎ３２で節後線維と交代し、頬骨に沿って走る頬骨神経Ｎ３３を経
て、涙腺Ｓ３に分布する。以上から、唾液腺のうち、顎下腺Ｓ１、舌下腺Ｓ２と涙腺Ｓ３
は副交感性の一次中枢である上神経核から副交感性の神経支配を受ける。
【００３０】
　一方、下唾液核Ｎ１２は、舌咽神経Ｎ４１、鼓室神経Ｎ４２、小錐体神経Ｎ４３、耳神
経節Ｎ４４、耳介側頭神経Ｎ４５を経て最大の唾液腺である耳下腺Ｓ４を刺激して唾液を
分泌する。下唾液核Ｎ１２は、延髄に存在し、耳下腺分泌線維の起始核とされる。舌咽神
経Ｎ４１は、脳神経の１つであり、第ＩＸ脳神経とも呼ばれる。鼓室神経Ｎ４２は、舌咽
神経Ｎ４１から分岐し、鼓室の壁を貫いて内頭蓋底に達して小錐体神経Ｎ４３となる。小
錐体神経Ｎ４３は、小錐体神経溝を前内側に進み、卵円孔から三叉神経の下顎枝とともに
もしくは蝶錐体裂から側頭下窩に出て耳神経節Ｎ４４に入っている。耳神経節Ｎ４４は、
耳介側頭神経Ｎ４５を介して耳下腺分泌線維を耳下腺Ｓ４に送っている。耳下腺Ｓ４は、
最大の唾液腺であり、三角形を呈し外耳道の前下方にある。
【００３１】
　下唾液核Ｎ１２からは耳下腺Ｓ４による唾液の分泌を促進する分泌線維が舌咽神経Ｎ４
１を通って出ていく。この分泌線維は、鼓室神経Ｎ４２、小錐体神経Ｎ４３と走行して、
耳神経節Ｎ４４で節後線維と交代し、耳介側頭神経Ｎ４５を経て、耳下腺Ｓ４に分布する
。
【００３２】
　上述した神経は、唾液又は涙液分泌に関する副交感神経伝達路における求心性神経又は
遠心性神経である。迷走神経Ｎ１が求心性神経であり、その他の神経が遠心性神経である
。これらの神経は、唾液、涙液の反射弓を形成する。分泌促進装置１Ａは、この反射弓を
利用し、反射弓中の迷走神経Ｎ１に電気刺激、すなわちパルス状の電気信号を印加する。
求心性神経線維は、副交感性の一次中枢である上唾液核Ｎ１１に投射し、上唾液核Ｎ１１
から遠心性に顎下腺Ｓ１・舌下腺Ｓ２および涙腺Ｓ３に投射し、各分泌を促進する。
【００３３】
　本実施の形態に係る分泌促進装置１Ａによって迷走神経Ｎ１に電気刺激が付与されると
、その刺激は、上述のように迷走神経背側核Ｎ２、孤束核Ｎ３に伝えられる。上・下唾液
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核Ｎ１１，Ｎ１２は、遠心性の神経を介して、顎下腺Ｓ１、舌下腺Ｓ２、耳下腺Ｓ４を刺
激して唾液の分泌を促進し、涙腺Ｓ３を刺激して涙液の分泌を促進する。
【００３４】
　このように、上記実施の形態に係る分泌促進装置１Ａによれば、被検体Ｐが顔面のケガ
などで、顎下腺Ｓ１、舌下腺Ｓ２、涙腺Ｓ３、耳下腺Ｓ４を直接刺激することができなく
ても、迷走神経Ｎ１を刺激することによって顎下腺Ｓ１、舌下腺Ｓ２、涙腺Ｓ３、耳下腺
Ｓ４を刺激して、間接的に、唾液又は涙液の分泌を促進することができる。
【００３５】
実施の形態２．
　まず、本発明の実施の形態２に係る分泌促進装置について説明する。図３に示すように
、本実施の形態に係る分泌促進装置１Ｂは、被検体Ｐの耳部Ｅに装着されるイヤホン型の
装置である。
【００３６】
　図３（Ａ）に示すように、分泌促進装置１Ｂは、被検体Ｐの耳部Ｅに装着されるイヤホ
ン５を有している。イヤホン５は、パルスジェネレータ３と、リード線４を介して接続さ
れている。
【００３７】
　イヤホン５には、一対の電極２Ｃ，２Ｄが取り付けられている。イヤホン５が被検体の
耳に装着されると、一対の電極２Ｃ，２Ｄが、図３（Ｂ）に示す耳甲介舟Ｆに当接するよ
うになっている。耳甲介舟Ｆとは、対輪、対輪脚と耳輪脚との間のくぼみであり、耳部Ｅ
の皮下を通る各種神経に最も近い部分である。
【００３８】
　パルスジェネレータ３は、一対の電極２Ｃ，２Ｄを介して唾液又は涙液の分泌に関する
支配神経のうち、耳部Ｅ付近を通る神経に電気刺激を経皮的に付与して、唾液又は涙液の
分泌を促進する。本実施の形態でも、電気刺激は、周期的に変動するパルス状の電気信号
である。
【００３９】
　例えば、耳甲介舟Ｆの皮下には、迷走神経Ｎ１の枝である迷走神経耳介枝が通っており
、一対の電極２Ｃ，２Ｄにパルス状の電気信号が加えられると、その電気信号は、耳部Ｅ
の皮膚を介して、迷走神経耳介枝に伝えられる。
【００４０】
　本実施の形態に係る分泌促進装置１Ｂによって迷走神経耳介枝に電気刺激が付与される
と、その刺激は、図２に示すように、孤束核Ｎ３に伝えられ、上・下唾液核Ｎ１１，Ｎ１
２は、各種神経核を介して、遠心性に顎下腺Ｓ１、舌下腺Ｓ２、涙腺Ｓ３、耳下腺Ｓ４を
刺激して唾液、涙液の分泌を促進する。
【００４１】
　このように、上記実施の形態に係る分泌促進装置１Ｂによれば、被検体Ｐがケガなどで
、唾液腺Ｓ１，Ｓ２，Ｓ４、涙腺Ｓ３等を直接刺激することができなくても、迷走神経Ｎ
１の枝を刺激することによって唾液又は涙液の分泌を促進することができる。
【００４２】
　また、一対の電極２Ｃ，２Ｄにパルス状の電気信号が加えられると、その電気信号は、
迷走神経Ｎ１の枝を介して中枢内の孤束核Ｎ３や上唾液核Ｎ１１に伝えられた後、鼓索神
経Ｎ２２に伝えられる。
【００４３】
　本実施の形態に係る分泌促進装置１Ｂによって付与された電気刺激は、迷走神経Ｎ１の
枝を介して中枢内の孤束核Ｎ３や上唾液核Ｎ１１に伝えられた後、鼓索神経Ｎ２２に伝え
られ、その刺激は、舌神経Ｎ２３、顎下神経節Ｎ２４を介して、顎下腺Ｓ１、舌下腺Ｓ２
を刺激する。この刺激により、唾液が分泌される。
【００４４】
　このように、上記実施の形態に係る分泌促進装置１Ｂによれば、被検体Ｐがケガなどで
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、唾液腺Ｓ１，Ｓ２，Ｓ４、涙腺Ｓ３等を直接刺激することができなくても、迷走神経Ｎ
１の枝を介して中枢内の孤束核Ｎ３や上唾液核Ｎ１１に伝えられた後、鼓索神経Ｎ２２を
刺激することによって顎下腺Ｓ１・舌下腺Ｓ２の分泌を促進することができる。このよう
に、求心性に迷走神経Ｎ１の枝を介して涙液分泌を促進したり、顔面神経を構成する中間
神経を遠心性に刺激したりすることによって涙腺分泌を促すことが出来る。
【００４５】
　また、本実施の形態によれば、非観血的（非侵襲）に迷走神経Ｎ１を電気刺激すること
ができるので、被検体Ｐの身体的な負担を軽減することができる。また、装置の使用コス
トも低減することもできる。
【００４６】
　なお、電極２Ｃ，２Ｄが当接する位置は、耳甲介舟Ｆには限られず、耳部Ｅの他の部位
であってもよい。例えば、外耳に挿入されるイヤホン５の部分に一対の電極を設け、外耳
に電気刺激を与えるようにしてもよい。
【００４７】
実施の形態３．
　まず、本発明の実施の形態３に係る分泌促進装置について説明する。本実施の形態に係
る分泌促進装置は、経皮的に電気刺激を付与する装置である。図４に示すように、本実施
の形態に係る分泌促進装置１Ｃは、被検体Ｐの顔面・頸部Ｂに装着される装置である。
【００４８】
　分泌促進装置１Ｃは、被検体Ｐの顔面・頸部Ｂに取り付けられるパッド６を備えている
。パッド６には、一対の電極２Ｅ，２Ｆが設けられている。パッド６が被検体Ｐの顔面・
頸部Ｂに装着されると、一対の電極２Ｅ，２Ｆが、被検体Ｐの顔面・頸部Ｂに接触するよ
うになっている。
【００４９】
　パルスジェネレータ３は、リード線４を介して一対の電極２Ｅ，２Ｆに周期的に変動す
るパルス状の電気信号を出力する。一対の電極２Ｅ、２Ｆは、唾液又は涙液の分泌に関す
る支配神経のうち、顔面・頸部Ｂ付近を通る神経に電気刺激を付与する。すなわち、迷走
神経Ｎ１の枝を刺激することにより、頬骨神経Ｎ３３を介して涙腺の分泌を促す。
【００５０】
　被検体Ｐの顔面・頸部Ｂの皮下には、迷走神経Ｎ１の枝が通っている。一対の電極２Ｅ
，２Ｆにパルス状の電気信号が加えられると、その電気信号は、皮膚を介して、迷走神経
Ｎ１の枝に伝えられる。
【００５１】
　本実施の形態に係る分泌促進装置１Ｃによって迷走神経Ｎ１の枝に電気刺激が付与され
ると、その刺激は、上述のように、孤束核Ｎ３に伝えられる。さらに、上・下唾液核Ｎ１
１，Ｎ１２は、各種神経核を介して遠心性に投射し、顎下腺Ｓ１、舌下腺Ｓ２、耳下腺Ｓ
４および涙腺Ｓ３を刺激する。この刺激により、唾液及び涙液の分泌が促進される。すな
わち、求心性・遠心性に顎下腺Ｓ１、舌下腺Ｓ２、涙腺Ｓ３、耳下腺Ｓ４を刺激して、唾
液、涙液の分泌が促進される。
【００５２】
　このように、上記実施の形態に係る分泌促進装置１Ｃによれば、被検体Ｐがケガなどで
、唾液腺Ｓ１，Ｓ２，Ｓ４、涙腺Ｓ３を直接刺激することができなくても、迷走神経Ｎ１
を刺激することによって間接的に唾液又は涙液の分泌を促進することができる。
【００５３】
　また、本実施の形態によれば、非観血的（非侵襲）に迷走神経Ｎ１を電気刺激すること
ができるので、被検体Ｐの身体的な負担を軽減することができる。また、装置の使用コス
トも低減することもできる。
【００５４】
　なお、上記各実施の形態に係る分泌促進装置１Ａ，１Ｂ，１Ｃは、頸部Ｈ１、耳部Ｅ、
顔面・頸部Ｂの電気刺激を付与した。このようにすれば、被検体Ｐの状況に応じて様々な
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部位にある神経を選択的に刺激して、効率のよい治療を行うことが可能となる。さらに、
このように電気刺激を与える部位を変えたときの唾液又は涙液の分泌状態の違いに応じて
、被検体Ｐにおける病変をある程度まで絞り込むことも可能となる。
【００５５】
　また、分泌促進装置１Ａ，１Ｂ，１Ｃの少なくとも２つを同時に装着し、頸部Ｈ１、耳
部Ｅ、顔面・頸部Ｂに同時に神経に電気刺激を付与するようにしてもよい。このようにす
れば、各部位に付与する電気を大きくすることなく刺激を強くして唾液又は涙液の分泌を
促進することができる。
【００５６】
　以上詳細に説明したように、上記各実施の形態によれば、唾液腺Ｓ１，Ｓ２，Ｓ４、涙
腺Ｓ３に対して直接的に電気刺激を付与することなく、唾液又は涙液の分泌に関する支配
神経を刺激することによって間接的に唾液又は涙液の分泌を促進することができる。唾液
又は涙液の分泌に関する支配神経は、頸部Ｈ１、耳部Ｅ、顔面・頸部Ｂなど様々な部位を
通っているため、電気刺激を付与する場所を様々な場所に設定することができる。この結
果、より多様な方法で唾液又は涙液の分泌を促進することができる。
【００５７】
　このような装置は、唾液の分泌を促進する神経への電気刺激により、唾液の分泌が促進
される知見を得なければ容易に想到し得ないものである。
【００５８】
　また、上記各実施の形態によれば、被検体Ｐに対して薬物を投与することなく、唾液又
は涙液の分泌を促進することができる。これにより、被検体Ｐ（患者）の負担を減らすこ
とができる。
【００５９】
　また、上記各実施の形態に係る分泌促進装置１Ａ，１Ｂ，１Ｃは、唾液又は涙液の分泌
量を計測する計測部を備えていてもよい。測定部で唾液又は涙液の分泌が閾値より低下し
た場合に、パルスジェネレータ３が電極２Ａ，２Ｂ等を介して、被検体Ｐに電気刺激を付
与するようにしてもよい。また、分泌促進装置１Ａ，１Ｂ，１Ｃに電気刺激を開始するス
イッチを備え、被検者Ｐの意思で（被検者Ｐが眼や口が乾燥したと判断したときに）電気
刺激を開始できるようにしてもよい。
【００６０】
　また、上記各実施の形態に係る分泌促進装置１Ａ，１Ｂ，１Ｃを用いて電気刺激を付与
する部位を変更した場合の唾液又は涙液の分泌状態を測定することによって、被検体Ｐに
おける病変部位（異常部位）を特定することができる。例えば、唾液腺Ｓ１，Ｓ２，Ｓ４
に対して直接電気刺激を行った場合、唾液がうまく分泌されるのに対し、迷走神経Ｎ１を
刺激しても唾液がうまく分泌されない場合には、迷走神経Ｎ１の異常を疑うことができる
。また、本発明は、ドライマウスやドライアイを生じる原因となった神経の特定に用いて
もよい。
【００６１】
　さらに、我々は、唾液に関する支配神経への電気刺激はブラキシズムの抑制効果がある
ことも見いだした。そこで、図５に示すように、簡易型筋電位計１０を睡眠中の被検体Ｐ
の耳部Ｅにセットして、簡易型筋電位計１０の出力をトリガとして、すなわち簡易型筋電
位計１０で計測される側頭筋活動が活発になったこと、すなわち側頭筋活動に関する筋肉
の筋電位が閾値を超えたことを検出した場合に、耳部Ｅに装着された分泌促進装置１Ｂが
、唾液又は涙液に関する支配神経に対して電気刺激を付与するようにしてもよい。このよ
うにすれば、唾液の分泌が促進され、嚥下と食道内の酸クリアランスにより、ブラキシズ
ムが抑制される。すなわち、上記各実施の形態に係る分泌促進装置１Ａ～１Ｃを、ブラキ
シズムの抑制に用いることも可能となる。
【００６２】
　また、図６に示すように、分泌促進装置１Ｄは、唾液又は涙液の分泌に関する支配神経
のうち、被検体Ｐの複数の異なる部位を通る神経に対してそれぞれ同時に電気刺激を付与
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する複数組の一対の電極（２Ａ，２Ｂ）、（２Ｃ，２Ｄ）、（２Ｅ，２Ｆ）を備えていて
もよい。
【００６３】
　また、電気刺激を付与する神経は、上記各実施の形態のものには限られない。図２に示
す唾液又は涙液に関する反射弓を構成する神経であれば、図２に示すいずれの神経に電気
刺激を付与するようにしてもよい。例えば、被検体Ｐの腹部、胸部で迷走神経Ｎ１に電気
刺激を与えるようにしてもよい。また、顎下腺Ｓ１、舌下腺Ｓ２、涙腺Ｓ３、耳下腺Ｓ４
を個別に刺激することができる。例えば、大錐体神経Ｎ３１を刺激すれば、涙腺Ｓ３のみ
刺激することができ、鼓室神経Ｎ４２を刺激すれば、耳下腺Ｓ４のみ刺激することができ
る。
【００６４】
　この発明は、この発明の広義の精神と範囲を逸脱することなく、様々な実施の形態及び
変形が可能とされるものである。また、上述した実施の形態は、この発明を説明するため
のものであり、この発明の範囲を限定するものではない。すなわち、この発明の範囲は、
実施の形態ではなく、特許請求の範囲によって示される。そして、特許請求の範囲内及び
それと同等の発明の意義の範囲内で施される様々な変形が、この発明の範囲内とみなされ
る。
【産業上の利用可能性】
【００６５】
　本発明は、被検体の唾液又は涙液の分泌の促進に利用することができる。
【符号の説明】
【００６６】
　１Ａ，１Ｂ，１Ｃ，１Ｄ　分泌促進装置、２Ａ，２Ｂ，２Ｃ，２Ｄ，２Ｅ，２Ｆ　電極
、３　パルスジェネレータ、４　リード線、５　イヤホン、６　パッド、１０　簡易型筋
電位計、Ｎ１　迷走神経、Ｎ２　迷走神経背側核、Ｎ３　孤束核、Ｎ１１　上唾液核、Ｎ
１２　下唾液核、Ｎ２１　中間神経、Ｎ２２　鼓索神経、Ｎ２３　舌神経、Ｎ２４　顎下
神経節、Ｎ３１　大錐体神経、Ｎ３２　翼口蓋神経節、Ｎ３３　頬骨神経、Ｎ４１　舌咽
神経、Ｎ４２　鼓室神経、Ｎ４３　小錐体神経、Ｎ４４　耳神経節、Ｎ４５　耳介側頭神
経、Ｓ１　顎下腺（唾液腺）、Ｓ２　舌下腺（唾液腺）、Ｓ３　涙腺、Ｓ４　耳下腺（唾
液腺）、Ｐ　被検体、Ｈ１　頸部、Ｈ２　胸部、Ｅ　耳部、Ｆ　耳甲介舟、Ｂ　顔面・頸
部
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